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○ BSL4 施設を中核とした感染症研究拠点において、病原体に関する基礎研究、治療薬

の研究開発及び人材育成を推進する体制を早期に構築することにより、国内で感染症

が発生した際に、医療品等や人材を迅速に投入できるなど、我が国の危機管理能力の

強化が図られることになる。この意味で、長崎大学の BSL4 施設は、日本全体の課題と

してしっかり支援していくことが重要。また、そのことを国民一人一人に認識して頂

くことも極めて重要。【内閣官房】 

 

○ 住民の理解促進のために海外調査を行うことにご配慮いただいて感謝。海外調査の

結果を地域の方々に伝えていく努力が必要。施設周辺の反対・賛成の住民や長崎全県

の住民に対して国、大学がしっかりやっている姿勢を更に示していただきたい。【長崎

県】 

 

○ 世界最高水準の安全性の確保とその担保への国の関与について、本報告書に盛り込

んでいただいて感謝。施設の建設は始まったばかりであり、住民の理解促進のため、

安全性の確保に更にご尽力いただきたい【長崎市】 

 

○ 海外調査については、地域連絡協議会において報告を行いたいので、国にもご協力

いただきたい。【長崎大学】 

 

○ 世界最高水準の安全性の確保には、セーフティとセキュリティの２つがあるので、

長崎ではどう考えているのかをわかりやすく示すべき。【国立感染症研究所】 

 

○ 地域に開かれた大学を担保しながら、いかに安全性を高めるかをこれから検討した

い。厚生労働省や国立感染症研究所にもご意見をいただきたい。また、まだ基本構想

の段階であるが、今後地元の警察、消防にも相談していきたい。海外施設のセキュリ

ティの情報については、我々の知らないことも多いので、今後調査していきたい。【長

崎大学】 

 

○ 長崎においてＢＳＬ４施設整備に使命感を持って取り組んでいることに敬意を表す

るとともに、今後も関係省庁、大学、長崎県、長崎市が連携・協力してやっていきた

い。また、住民との信頼関係の構築に向けても、世界最高水準の安全性の確保と住民

理解のより一層の促進にしっかり取り組んでいきたい。【内閣官房】 

以 上



 
 

（別添） 
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